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化学関係の企業に限らず、電気、自動車、商社、輸送、その他幅広い企業は作業者安全や環

境保護のために、国内はもちろん最終製品を海外に輸出する場合にも、GHS に基づいた危険

有害性の分類、警告ラベルの貼付、SDS（安全データシート）の提供が不可欠になっている。 

今回、GHS の概要及びこれを適用した SDS の作成について、スライドを通して詳しく解説

していただいた。 

 

１．ＧＨＳとは 

化学品の分類および表示に関する世界調和システム The Globally Harmonized System 

of Classification and Labelling of Chemicals の略称であり、世界共通の化学品 危険有害

性の分類とその表示方法の基準として国際連合が勧告として定めたもの 
 

  ・規定対象範囲は物質/混合物の危険有害性の分類基準とラベル、SDS による危険有害性

の情報伝達方法について定められている 

  ・成形品、医薬品、食品添加物、化粧品、食物中の残留農薬のほとんどは適用範囲外とし

ている 

 

２．各国のＧＨＳ採用状況 

   日本を始め、EU、米国、中国、台湾、韓国などで採用されているが、各国にて法規、 

公的基準、義務対象や採用範囲（有害性の分類 等）が異なる 

 

３．ＧＨＳによる危険有害性分類 

  ・信頼できる危険有害性情報を確認し、不足している場合には法規、製品の性状、用途、

使用者、使用条件、輸送保管方法、事故例などを考慮し分類するが、追加試験や合理的

な推定を行って情報を追加することが必要 

  ・これらから、GHS が規定した危険有害性ｸﾗｽと危険有害性区分を決め、更に GHS が規

定している表からﾗﾍﾞﾙ要素も決定する 

  ・混合物の場合、全体の危険有害性情報がなければ各成分ごとの危険有害性と含有量を考

慮して全体としての危険有害性ｸﾗｽと危険有害性区分を決める 

 

４．ＧＨＳによるラベル 

  ・各国の法規で指定された物質/混合物について GHS ﾗﾍﾞﾙ表示や SDS 提供を義務付けし

ている場合はこれらの義務がある 

  ・法規で提供義務がないものでも、GHS 分類で危険有害性のあるものについては事故予

防上、ﾗﾍﾞﾙ貼付が必要 

  ・言語は対象国の公用語で記載 

 

５．ＧＨＳによるＳＤＳ（安全デ－タシ－ト） 

  ・各国の法規で指定された物質/混合物について GHS ﾗﾍﾞﾙ表示や SDS 提供を義務付けし

ている場合はこれらの義務がある 

  ・法規で提供義務がないものでも、GHS 分類で危険有害性のあるものについては事故予

防上、SDS 提供が必要 

    ・SDS には化学物質等について、16 の項目とその情報を記載しなければならず、また項

目の番号、項目名、順序を変更してはならない 

以  上 


